The Development of "the Help-Seeking Preference Scale for Mothers about Child-Rearing"and Consideration of its Related Factors by 悉知 弥生 & 宮岡 佳子

















The Development of “the Help-Seeking Preference Scale for Mothers about 
Child-Rearing” and Consideration of its Related Factors  
悉知弥生・宮岡佳子 








る被援助志向性尺度」（本田ら，2011）を参考に研究者らが作成した。因子分析の結果から，22 項目 4 因子構造
とし，それぞれ，「援助資源の自覚」，「援助への期待」，「援助抵抗の低さ」，「情報希求」と命名した。また，内的
整合性および基準関連妥当性が示された。 
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Abstract 
There are a lot of mothers who worry about child-rearing and they need help. But some mothers don’t 
actively seek help for their child-rearing. We aimed to develop “the help-seeking preference scale for mothers” 
(study 1) and to investigate its relation to child-rearing anxiety and self-concealment (study 2) by 
administrating questionnaires.   
Study 1; We developed “the help-seeking preference scale for mothers about child-rearing” by referring to 
the scale by Honda et al. (2011) and the results of interviews from mothers. A factor analysis showed 22 items 
and 4 factors. We labeled them as “awareness of resources for help”, “expectation for help”, “low resistance for 
help”, and “information seeking”. The scale had a high internal consistency and high criterion-related 
validity.  
Study 2; Multiple regression analysis was performed using  “the help-seeking preference scale for mothers 
about child-rearing” as a dependent factor and subscales of the child-rearing anxiety scale and the 
self-concealment scale as independent factors. Self-concealment (β=-.33， p<.001) and feeling about 
child-rearing (β=-.28，p<.01) negatively influenced to the help-seeking preference and that a main factor of 
child rearing anxiety (β=.22，p<.05) positively influenced to it. 
This analysis revealed that rearing-child anxiety accelerated the help-seeking preference, while 
self-concealment suppressed it. A lot of attention should be paid to self-concealment not only to rearing-child 
anxiety. Active invention by professional supporters may be important to decrease a number of mothers who 
have a difficulty to ask for help to others. 
 
 





























II.  研究 1 ：「子育て中の母親用被援助志向性尺度」の開発 










(2) 結果  
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関東の A 幼稚園を利用する母親 210 名（有効回答数 146 名）。 









の尺度を参考に，臨床心理学を専門とする大学院教員 1 名と大学院生 2 名で 24 個の暫定項
目を作成した。なお，本田ら（2011）の尺度は中学生を対象としていたため，子育て中の




感の低さ」の 2 因子 11 項目からなる（田村・石隈, 2001）。「当てはまる」4 点から「当て








2 人が 60.3%と最も多く，次いで 1 人が 23.3%， 3 人が 13.7%，4 人以上が 2.7%であった。 
現在子育てについて悩んでいる程度は，「あまり悩んでいない」45.1%と，「やや悩んでいる」









残った 22 項目について再度主因子法・Promax 回転による因子分析を行った。Promax 回転
































































項目 因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 因子Ⅳ
子育ての悩みについて、誰に相談したらいいかわからない（＊） .895 .000 -.143 .025
子育ての悩みを真剣に考えてくれる人はいない（＊） .868 .036 -.141 .134
自分の子育ての悩みを理解してくれる人はいない（＊） .795 -.041 .029 .025
自分の子育ての悩みを解決してくれる人はいない（＊） .703 .045 .048 -.139
相談相手が期待通りに応えてくれるか心配だ（＊） .519 -.150 .262 .072
子育ての問題がある時は、周囲に助けられながら解決していきたい .040 .824 -.104 -.039
子育てをしていくうえで困った時は、一緒に考えてくれる人がほしい .003 .746 -.062 -.055
子育てをしていくうえで困った時は、アドバイスが欲しい .138 .692 -.097 .049
子育ての悩みがある時は、誰かに話を聞いてほしい .100 .671 -.154 -.044
子育てをしていくうえで必要なときは、周囲に援助を求めたい -.356 .638 .325 .019
子育てについて、誰かに相談する必要を感じない（＊） .324 .506 .060 -.123
子育てを頑張る自分をいたわってほしい -.380 .445 -.050 .171
子育てに関して、自分のモデルになるような人が身近にいてほしい -.052 .437 -.141 .221
誰かに子育てについて相談したら、その相談内容が周囲に漏れてしまう気がする（＊） -.051 -.242 .712 -.019
子育てについて周囲に援助を求めると、自分が弱い母親だと思われる（＊） .161 -.185 .656 .066
子育ての問題がある時は、周囲に頼らず自力で解決していきたい（＊） .131 .348 .454 -.121
子育てについて誰かに相談することが面倒だ（＊） .348 .313 .402 .060
子育てについて誰かに相談する時間がない（＊） .282 .038 .378 .065
子どもを誰かに預けて外出することに抵抗がある（＊） -.099 .044 .367 .059
子育てで困った時は、育児書などの子育てに関する本を読む .069 -.039 .052 .742
子育てで困った時は、インターネットで調べる .045 -.015 .051 .573
子育てで困った時は、専門家（保育・医療・行政など）に相談する .020 .260 .054 .349
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ ‐ .338 .602 -.034



























III.  研究 2：「子育て中の母親用被援助志向性尺度」を用いた関連要因の検討 
研究 1 で開発した尺度を用いて，以下の仮説をたてて，母親の被援助志向性と母親の心理的 
特性について検討した。 
 
仮説 1 育児不安が強いと，母親の被援助志向性は高い。 





    研究 1 と同様である。 
2） 内容
① 「子育て中の母親用被援助志向性尺度」（表 1） 
母親が子育ての悩みについて他者に援助を求める態度を測定する尺度。研究 1 にて研究者ら





いると感じる程度を示す「育児時間」の 3 因子 24 項目からなる（手島・原口, 2003)。「当て
はまる」4 点から「当てはまらない」1 点までの 4 件法で回答を求めた。 
③ 日本語版自己隠蔽尺度 
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個人的な情報を他者から積極的に隠蔽する傾向を問う尺度で，1 因子 13 項目からなる（河


































 まず，研究 1 にて母親を対象とした被援助志向性尺度として「子育て中の母親用被援助志向性尺度」
を作成し因子分析を行った。その結果，全 22 項目で「援助資源の自覚」，「援助への期待」，「援助抵
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